説教「キリストの姿にあやかる」
聖書：フィリピ３章９－１２
3:9 キリストの内にいる者と認められるためです。わたしには、律法から生じる自分の義ではなく、キリストへの信仰による義、信仰に基づいて神から与えられる義があります。

3:10 わたしは、キリストとその復活の力とを知り、その苦しみにあずかって、その死の姿にあやかりながら、

3:11 何とかして死者の中からの復活に達したいのです。
要旨　
　パウロはフィリピ教会のことが心配でありました。フィリピの教会に、パウロが「犬」と呼ぶ偽教師が影響力を発揮しかけていました。彼らは、割礼がなければ救われないと教えていました。それはまた、律法の行いによる義こそが救いの条件とする立場でした。
　パウロは語ります。私には、律法から生じる義ではなく、それとは別の義がある。パウロはここで「自分の義」つまり、「わたしの義」を強調しています。他でもない、わたしには、律法の義という「わたしの」義はない。そして、わたしはそのような義を「もっていない」と言います。わたしには、わたしの別の義がある。義を持っている。「持つ」は文字通り所有するという意味です。　　　
わたしの手にはそのような義を持っている。あるのは、信仰の義だ。パウロはこのように義に至る信仰を語ります。信仰が義に至らせる。律法の行いをいくら積み重ねても神に義とされることはありません。ただ、義に導いていく信仰だけが私たちを義とします。神が求める義に到達することができます。そして、パウロは、これを信仰に基づく、信仰を基礎にした神から与えられる義とも語ります。
この義は信仰を基礎にします。それ以外のものを基礎にできません。それから、この義は神から与えられる義であって、私たちが努力して得られるような義ではありません。あくまで神の義です。信仰によって与えられる義は、私たちの禁欲、善行、あるいは努力などによって何とかしてやっと得られるような義ではありません。この義は神が認められるに値する義なのです。この義をパウロは持っている、つまり所有していると断言しています。
わたしの手にはこの義を確実に所有している。信仰によってこの義を得ている。これがパウロの確信でした。何とかしてこの義を獲得するために人一倍努力をしてきましたが、それによっては得られず、ただ信仰だけがこの義を獲得することを可能にしました。
　そして、パウロはこの信仰に基づく義とはどういうものかを説明していきます。パウロはそれを「知る」ことと言います。信仰に基づく義とはまた、知ることと関わるのです。信じるとは知ること言っても過言ではありません。
パウロはここで信仰は、いかに知られるか三つの角度から語ります。
第一は、キリストを知ることと申します。知るという言葉は、単に何かの知的な活動ですみません。聖書では知ることはなにか大脳の生理的活動では済まされません。何かを少々知って知識に加えたという程度のものではありません。聖書では知るということは知的活動に留まらず、経験も含みます。あるいは人格的な知識ともいえます。
夫が妻を知るという表現が使われる時は、ただ一つ分からないことが分かったという程度のものではなく、深い人格的交わりを指しています。イエス・キリストを知るということは、キリストについて何らかの知識を増し加えたというものではなく、キリストはどういう方かを知り、その知識にすべてを委ねていくという意味もあります。キリストがどういう方かを知ることは何か歴史上の人物が何かをしたということの認知だけではすみません。その知識のゆえに、その知った方に委ね、信頼し、人生をその方に差し向けていくというようなところまで人格的な交わりを含みます。これでは知識はまさに経験に属するといっても過言ではありません。あるいは経験といってもいいかもしれません。知るということはそこまで含まれます。
キリストを知れば知るほどそのキリストがどういう方でどこまで信頼でき、委ね切ることができるかが分かってきます。それが信仰なのだと説明されます。信仰はキリストを深く、絶えず認識することを含みます。信仰が浅はかであるのは結局イエス・キリストを知らないからだといえます。

　第二には、復活の力を知ることです。復活は恐るべき力です。それを知ることが信仰といわれています。復活を一つの歴史的事件だと見ているだけではありません。むろん、復活を歴史的事件だと見ることも至難のわざです。死人が死からよみがえるなどということはありえない、だから信じることができないと誰もが思います。
　復活はその事実を信じることだけではなく、その復活の力がどういうものであるかを知ることです。つまり、復活などというものは誰も信じがたいのです。けれども、そこに神の力が現われました。力を知るということはただそんな力があるということを認めるだけではすみません。復活は力です。死を打ち破る力がそこで現わされました。それを認めることが信仰です。
　信仰は知ることですが、パウロは、それに並べて、その死にあずかるといいます。知ることはただ頭の中で一つの知識を加えるという知的活動に留まるものではありません。
　確かに知識は活動です。活動ですから経験、体験に属します。知ることは体験も含みます。

　パウロは、キリストの苦しみにあずかるといいますが、この「あずかる」はギリシヤ語ではコイノーニアであり、信徒同士の交わりなどに用いられる表現です。親しい交友関係、あるいは相互信頼を表します。キリストの苦しみとは、むろん十字架に示される地上でもキリストの苦難を指しています。キリストは長く苦難の道を歩まれ、ついに十字架の上で死なれました。
　このキリストの苦難は何よりも私たちの罪の贖いのためでした。私たちはこのキリストが味わっておられたような苦難を味わうことはできません。それはキリストだけができる事柄です。私たちはこの点で同列に至ることはありません。キリストが苦しまれた苦しみはキリストだけの経験です。
ではパウロはここで、何を語っているのでしょうか。キリストの苦しみとまじわるということはどういうことを指しているのでしょうか。

　交わりとは、同じようになることを意味しています。キリストと同じ苦しみを味わうことは不可能ですが、キリストのために苦しむことはありえます。キリストが苦しまれたように私たちもキリストのために苦しむ、それがここでいわれていることです。キリストと苦しみということで並列するのです。一緒に並んでキリストのために苦しむ。
　苦しむことも信仰の一つです。キリストの苦しみを深く理解し、キリストと同じように、キリストのために苦しむことこそ私たちに求められているのです。
　このキリストの苦しみにあずかるということをパウロは別の表現でさらに説明をしています。キリストの死の姿にあやかる。あやかると訳されている言葉は珍しい言葉ですが、「同じ姿形になる」ことを意味します。同じような姿になる。キリストの死の姿とは十字架の姿のことです。
　キリストの死の姿と同じになる。それは、私たちもまた十字架につけられるということだけを指しているのではありません。いえ、キリストと同じように十字架につけられることはありません。
この言葉を文字通りに解釈しようとした人はいました。そして、肉体的苦痛をあえて忍ぶことでこの言葉の実行と考えたのです。多くの殉教者はそのように理解しました。しかし、キリストの死の姿はただ外見上の姿かたちだけではありません。外見上十字架につけられることを意味しているのではなく、キリストが十字架上で示された謙遜さ、あるいは忍耐を示していると見ていいのではないでしょうか。キリストは私たちのために十字架につけられました。そこで示されたのは慈愛でした。このような十字架の上でキリストが示された御心を深く理解しなければなりません。
　このような苦しむことも信仰の一部だという理解は私たちをおののかせるかもしれません。信仰は苦難のない安楽な道を行きたいと願い、そのように切望することだと思っているものには、苦難を共にすることを信仰の一部とするのには大きな抵抗があるに違いありません。しかし、私たちの思いに反してパウロは信仰をそのように語ります。キリストの苦難と同じ姿になることこそ信仰なのだ。信仰が体験だというのはこのような意味です。苦しみは体験です。この苦しみの体験の無いような信仰はまことの信仰とは言い難いのだといっても過言ではありません。
　１１節では、死者の中からの復活に達したいという願望が記されているように思われますが、この文章はただ願望を記しているのではありません。この文章は、もしも、そのようなことがあれば、そのように願うという訳も可能ですが、死人の復活に達するということが在ればその通りになっていると訳すこともできる文章です。つまり、まだ達していないのではなく、もう達しているという確信を語っていると見るのです。

　パウロはむろんまだ復活にあずかっているのではありません。しかし、彼は、キリストの復活の力を知っていると言いました。知っているというのは単なる知的活動を指しているだけではありません。それは知識だけではなく、経験でした。キリストの復活を知ることはキリストの復活を経験することです。知るということはそこまで言えることでもあります。そうであれば、キリストの復活に達することは単なる願望ではすみません。それは、経験していることになります。
キリストの復活は死者の中からの復活でした。それはキリストだけの復活ではなく、私たちもまた復活します。死人の復活は私たちもまた復活することを含みます。キリストが復活されたように、死人も復活するならわたしも達している、これがパウロの信仰でもあります。

　むろん、このことはもう完璧に完成しているのではありません。けれども未完成だからあいまいな部分が残されているというようなことは決してありません。パウロは死人の復活に達しているということがおきていれば、わたしは既にあずかっていると断定的に語っているとみることができます。(おわり)
